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今月のテーマは

｢老後をどう生きるか｣です

求
め
ら
れ
る

在
宅
福
椎
倣
勤
蕊
躍
郵
慰
醗

今
日
の
高
齢
化
社
会
の
中
で
、
よ
り
一
層
の
充
実
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
が
、
在
宅
福
祉
で
す
。
今
は

若
く
と
も
、
老
後
は
、
だ
れ
に
も
必
ず
来
ま
す
。
今
月
一
五
日
㈹
の
「
敬
老
の
日
」
に
あ
た
り
、
お
年
寄

り
だ
け
の
問
題
と
考
え
ず
、
自
分
自
身
の
老
後
を
ど
う
生
き
る
か
、
そ
れ
に
は
今
、
何
が
で
き
る
の
か

を
、
み
な
さ
ん
と
一
緒
に
考
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

猿が大切です。健康診査の結果をもとに、市民のみなさんの健康状態を保健婦が説明します
' 17日(月)、下君田にこにこクラブ集会所にて）

男
性
は
七
五
・
九
二
歳
、
女
性
は
八

一
・
九
○
歳
。
こ
れ
は
、
平
成
二
年
国

勢
調
査
を
も
と
に
六
月
に
厚
生
省
が
発

表
し
た
日
本
人
の
平
均
寿
命
で
す
。
終

戦
後
の
昭
和
二
二
年
当
時
は
、
男
性
は

五
○
・
○
六
歳
、
女
性
は
五
三
・
九
六

歳
で
し
た
か
ら
、
四
五
年
の
間
に
三
○

歳
近
く
も
長
生
き
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
六
五
歳
以
上
の

お
年
寄
り
人
口
も
増
加
し
、
一
○
年
後

に
は
、
四
人
に
一
人
が
お
年
寄
り
に
な

る
だ
ろ
う
と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

高
萩
市
の
場
合
、
六
五
歳
以
上
の
お

年
寄
り
は
、
平
成
四
年
四
月
現
在
で
男

性
一
、
九
七
八
人
、
女
性
二
、
九
六
二

人
で
、
全
国
の
動
き
よ
り
早
く
、
六
五

歳
以
上
の
人
は
七
人
に
一
人
の
計
算
に

な
り
ま
す
。
こ
こ
二
七
年
間
の
市
の
お

年
寄
り
人
口
を
表
し
た
の
が
表
一
で

す
。
人
口
に
占
め
る
六
五
歳
以
上
の
お

年
寄
り
の
割
合
は
、
昭
和
四
○
年
で
は

五
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
で
し
た
が
、
今
年

は
一
四
パ
ー
セ
ン
ト
と
急
激
に
増
え
て

六
五
歳
以
上
は
七
人
に
一
人

》
…
華
＃
胤
蝿
剥
撒
㈲
睾
抵
零
』
・
農
蕊
蕊
鰯
驚
識
蕊
篭
瀧
↓
ゞ
》
毎
鍵
蕗
蕊
犠
曝

識
癖
瀧
蕊
癖稚剴怜拐叩

設
〉
繩
や
紬

撫
紳
蝋
蝿
瓢
慰
謝
難
い
俶
繍
謡
柵
一
》
醐
議

る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
、
蕊
さ
丹
ソ
鰄
刊
繩
到
診
痙
到
壺

お
年
寄
り
の
在
蕊
讓
を
唾
》
剛
噛
榊
競
鋤
密

保

●
●
●

寝
蓉
謝
哩
轆
葎
軸
部
牝
帆
ハ
碓
癌
壼
癖
癖
識
謝
謝
銅
諏
癖
癖
識
辮
熱
蝿
鞆
斡
蕊
蕊

呆
性
は
一
八
人
、
一
人
暮
ら
し
は
三
黙
＊
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
：
…
福
祉
蕊

九
人
（
平
成
三
年
一
二
月
現
在
）
で
す
偲
罹
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
が
、
家
庭
を
訪
ね
癖

生
委
員
調
査
・
人
口
の
高
齢
化
に
鱗
て
身
の
回
り
の
お
手
伝
い
を
し
ま
す
．
織

り
、
今
後
さ
ら
に
増
え
る
と
予
想
さ
蝿
＊
日
常
生
活
用
品
の
援
助
等
…
・
福
祉
灘

る
の
が
、
こ
の
寝
た
き
り
や
痴
呆
性
蕊
特
殊
寝
台
な
ど
の
援
助
と
、
車
イ
ス
灘

ど
、
常
に
介
護
が
必
要
な
お
年
寄
り
鍵
な
ど
を
お
貸
し
し
ま
す
．
議

す
。
こ
の
お
年
寄
り
を
だ
れ
が
、
ど
鍵
＊
ミ
ニ
・
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
・
…
・
社
協
舞

謬
黙
鐇

蕊

鍵

よ
う
に
介
護
す
る
の
か
が
問
題
に
な
蕊
家
庭
で
入
浴
す
る
こ
と
が
困
難
な
お
蕊

》鼠軽てきています。特別養護老人ホ癖年寄りのために、送迎バスによ驚悪
”
》

ム
な
ど
の
施
設
に
任
せ
る
に
も
、
人
溌
り
身
体
障
害
者
療
護
施
設
「
愛
正
園
」
灘

叩

や

糾

叩

秘

貼

糾

Ｆ

ｆ

謡

鋤

的
に
限
界
が
あ
り
ま
す
。
在
宅
と
い
霞
で
入
浴
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
溌

鋤
剰
拙
榊

鍵
舜
識
錘
鶏
蕊
鑓
識
一
睡
浄
嶽
燕
毎
蕊
塞
謹
篝

て
も
核
家
族
化
や
扶
養
す
る
子
ど
も

数
の
減
少
、
住
宅
事
情
な
ど
に
よ
り

し
い
面
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
老
緯
鍛
＊
愛
の
ブ
ザ
ー
…
：
．
福
祉
蕊

』
⑪
串
凝
串
畿

は
、
家
族
に
見
守
ら
れ
な
が
ら
、
各
蕊
自
宅
で
急
病
や
不
慮
の
事
故
に
あ
っ
灘

L二

瞬静
心Z罫

韓悪

一(表1）

市の総人口に占める65歳以上の

お年寄りの率

（資料：国勢調査） 35,320 35,348人
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琴
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懲
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叫
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ネットワークの

充実が大切

の
活
動
を
通
し
て
地
域
の
み
な
さ
ん
と

の
相
互
交
流
を
持
ち
、
健
や
か
に
生
が

い
を
持
っ
て
送
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
す
な
わ
ち
こ
れ
か
ら
は
、
で

き
る
だ
け
在
宅
で
の
介
護
が
大
切
で
あ

り
必
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

そ
こ
で
市
で
は
、
福
祉
事
務
所
や
保

健
セ
ン
タ
ー
な
ど
を
中
心
と
し
て
、
さ

ら
に
社
会
福
祉
協
議
会
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
グ
ル
ー
プ
の
協
力
を
得
て
、
お
年
寄

り
の
在
宅
福
祉
や
在
宅
看
護
を
重
視

し
、
そ
の
指
導
や
協
力
に
力
を
入
れ
て

い
ま
す
。
福
祉
事
務
所
で
は
、
寝
た
き

り
な
ど
の
お
年
寄
り
の
た
め
に
、
日
常

生
活
を
す
る
う
え
で
必
要
と
な
る
特
殊

寝
台
な
ど
の
貸
し
出
し
や
ホ
ー
ム
ヘ
ル

パ
ー
の
派
遣
、
高
齢
者
住
宅
整
備
資
金

の
貸
し
付
け
な
ど
を
進
め
て
い
ま
す
。

保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
、
脳
卒
中
な
ど

融 "2＝剖圃=rr

しよづりいてつ

特別養護老人ホーム松籟荘
さとこ

生活指導員須田聡子さん
、
、

在宅福祉の3本柱として、ホームヘルプサービス

（訪問し介護を行う事業） 、ショートステイ事業（下

の欄参照） 、デイサービス事業（日帰りで介護サービ

スを受けられる事業）があります。現在、当ホームで

は、ショートステイ事業を実施しています。

在宅福祉サービスの一部を担う一員として、 さまざ

まな相談を受けるのですが、常に感じることは、

「質、量ともに受け皿をもっとそろえなければならな

い」ということです。現在ある3床（3人分）のシヨ

ートステイでは、依頼が重なれば日時の調整が必要に

なるなど、十分な体制とはいえません。将来的には、

福祉施設の充実が必要になると考えられます。

例えばデイサービスの施設があれば、昼間、お年寄
はいせつ

りは介護（食事、排泄、入浴など） を受けながら、友

達との交流の機会が持てます。そして何よりも介護者

が、その間、心身の休息の時間を持てることになりま

す。 さらに、在宅介護支援のシステムを持つ施設があ

れば、お年寄りやその家族からの介護上の相談や緊急

対応を含む24時間にわたるサービスができます。

このように、 これからの在宅福祉は、家族だけが責

任を感じて介護し、その疲れで倒れる寸前で助けを求

めるのではなく、その前にさまざまな制度を活用し、

介護者もお年寄りも “張りとゆとりのある生活を一日

も長く続けること”だと考えます。

そのためには、 ネットワークの充実が大切です。福

祉サービスを保健や医療、福祉が個々ばらばらに推進

するのではなく、連携と統合を図り、社会福祉協議会

を在宅福祉事業の中心として運営し、活動することが

さ
ら
に
今
、
市
で
は
、
一
人
暮
ら
し

の
お
年
寄
り
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ

う
に
、
「
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
」
の
導

入
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
シ
ス

テ
ム
は
、
お
年
寄
り
が
自
宅
で
急
病
や

に
よ
る
後
遺
症
の
あ
る
み
な
さ
ん
を
対

象
に
リ
ハ
ビ
リ
教
室
を
開
い
た
り
、
保

健
婦
が
そ
の
家
庭
を
訪
問
し
て
、
寝
た

き
り
や
痴
呆
性
の
お
年
寄
り
の
看
護
方

法
や
そ
の
相
談
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
食
事

サ
ー
ビ
ス
や
、
家
庭
で
の
入
浴
が
困
難

な
お
年
寄
り
の
た
め
に
入
浴
サ
ー
ビ
ス

な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

「
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
」

を
設
置
予
定 ｰ

不
盧
の
事
故
に
あ
い
動
け
な
く
な
っ
た

時
、
身
に
つ
け
た
ペ
ン
ダ
ン
ト
（
無
線

通
報
器
）
の
ボ
タ
ン
を
押
す
と
緊
急
通

報
セ
ン
タ
ー
（
高
萩
市
・
十
王
町
事
務

組
合
消
防
本
部
）
に
知
ら
せ
が
入
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。
そ
の
連
絡
を
受
け
、

電
話
で
、
ま
た
は
近
所
の
協
力
者
に
よ

っ
て
お
年
寄
り
の
状
態
を
確
認
し
、
救

急
車
を
緊
急
出
動
さ
せ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、
来
年
の
三

月
ま
で
に
設
置
で
き
る
予
定
で
す
。

ま
た
、
だ
れ
も
が
必
ず
迎
え
る
，
老

い
“
を
地
域
の
ふ
れ
あ
い
の
な
か
で
、

健
康
で
生
き
が
い
を
持
っ
て
迎
え
ら
れ

る
よ
う
に
、
市
で
は
、
『
老
人
保
健
福

祉
計
画
」
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
民
生
委
員
さ
ん
の
協
力
を
得
て
、

八
月
中
に
現
在
の
お
年
寄
り
の
状
況
を

再
調
査
し
ま
し
た
。
こ
れ
を
も
と
に
今／

／

望ましいと思います。これらを実施するには、財源の

調整と民間レベルでのボランティアの協力が絶対に必

要な条件となります。

後
は
、
さ
ら
に
き
め
細
か
い
福
祉
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

特
に
一
人
暮
ら
し
や
寝
た
き
り
な
ど
の

介
護
が
必
要
な
お
年
寄
り
に
対
し
て
、

健
康
面
と
必
要
と
さ
れ
る
福
祉
面
で
の

連
携
し
た
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
と
、
家
族

や
地
域
の
み
な
さ
ん
の
協
力
を
得
な
が

ら
助
け
合
え
る
在
宅
福
祉
の
シ
ス
テ
ム

づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

こ
れ
ま
で
も
市
で
は
、
人
生
八
○
年

時
代
を
心
や
す
ら
か
に
充
実
し
た
日
々

が
送
れ
る
よ
う
、
生
涯
学
習
を
基
本
に

各
種
の
事
業
を
進
め
て
い
ま
す
．
今
後

と
も
余
暇
時
間
を
利
用
し
て
公
民
館
講

座
に
参
加
し
て
学
ん
だ
り
、
趣
味
や
仕

事
な
ど
を
続
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
体

と
心
の
健
康
を
図
っ
て
そ
の
長
い
年
月

を
生
き
が
い
の
あ
る
生
活
に
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

Ｊ
穴
算
二
函
謹
織
溌
健
篭
ン

必
”
一
夕
朏
で
へ
ね
た
き
蹴
篭
火
等
介

に
…
、
！

↑ま
護
者
研
修
会
が
開
域
れ
、
介
護

絶が
ｖ
の
体
験
発
表
や
介
護
用
品
な
ど

力
の
紹
介
が
さ
れ
ま
し
だ
や
伸

ー

職

弘

迫

蝉

揮
瀞
識
ご
霞

嘩
苗
諄
晋

噂

』

澤

Ｌ

い

ふ

唇

ｔ
ｒ
掻
町
＃
１
弓
〕
晶

醐
恥
姉
ｊ
ｆ
暁
Ｆ
●

、

託

内

自

宅

で

の

生

活

が

困

難

な

お

年

寄

り

に

絹群

＊
老
人
ホ
ー
ム
入
所
の
お
世
話
…
福
祉

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
へ
の
入
所
の

お
世
話
を
し
ま
す
。

た
と
き
、
近
所
の
家
の
人
に
ブ
ザ
ー

で
連
絡
が
取
れ
ま
す
。

＊
愛
の
定
期
便
：
…
・
福
祉

外
出
の
少
な
い
お
年
寄
り
を
定
期
的

に
訪
問
し
て
乳
製
品
を
届
け
、
安
否

を
確
認
し
ま
す
。

＊
ミ
ニ
・
ア
ラ
ー
ム
。
…
・
・
福
祉

火
災
が
発
生
し
た
と
き
に
周
囲
に
知

ら
せ
る
音
を
発
し
、
火
災
か
ら
の
救

出
や
初
期
消
火
に
役
立
ち
ま
す
。

＊
老
人
友
愛
訪
問
：
：
：
福
祉

各
老
人
ク
ラ
ブ
員
が
訪
問
し
、
交
流

や
親
睦
を
図
り
ま
す
。

＊
給
食
サ
ー
ビ
ス
。
：
…
社
協

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
み
な
さ
ん
が
作
っ

た
昼
食
を
、
月
一
回
お
届
け
し
ま
す

お
年
寄
り
を
介
護
し
て
い
る
人
に

＊
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
：
…
・
福
祉

家
族
が
、
病
気
や
冠
婚
葬
祭
な
ど
で

お
年
寄
り
の
介
護
が
で
き
な
い
時
、

家
族
に
代
わ
っ
て
短
期
間
（
七
日
以

内
）
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
松
籟

荘
」
で
お
世
話
し
ま
す
。

＊
ね
た
き
り
老
人
・
痴
呆
性
老
人
介
護

者
研
修
会
…
：
．
福
祉

家
庭
介
護
の
方
法
や
、
介
護
の
悩
み

な
ど
を
話
し
合
い
ま
す
。

＊
リ
ハ
ビ
リ
教
室
…
：
・
セ
ン
タ
ー

毎
月
三
回
、
機
能
回
復
訓
練
機
器
を

使
っ
て
リ
ハ
ビ
リ
を
行
い
ま
す
。

③ 灘漁職;職辮鰯鍵鍵議 溌蕊溌識懲り灘§
貯責熱鼠 晶噂号坤
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蕊職鱒溌溌

"老い” に弱気にならず 今月のテーマは

牛 1 mき力しの
1 1 1 ；

もっとも大切な

いことです。保健

て健康管理に努め

生活を送ることに

｢老後をどう生きるか｣です

大切

れが生きがいを持って蘂嘩霞毒鍵蕊鍵蕊筵患慧謹なさんを紹介します

慰鯛
蕊 一

割
一
蕊

露

議駕
識溌感

灘 鱗
｛
》

ほっしん

「発心は安く、継続は難し」
の精神

しょう じ

長久保正次さん(赤浜）
…79歳

蕊灘溌

顎；

友達や地域のみなさんに
守られて

笹本愛子さん(高戸）
…80歳(写真中央）

東
京
在
住
時
の
昭
和
五
二
年
、
五
八
歳
の
時
に
病
気
に
か

準
調
部
か
り
、
そ
れ
以
来
、
左
半
身
が
思
う
よ
う
に
動
き
ま
せ
ん
。

即
陶
訓
画
秘
唯
一
恥
”
畦
甦
碓
乱
唖
涯
啼
噸
可
細
讓
酢
嘩
剛
峰
画

Ｈ
か
麺
付
き
添
っ
て
も
ら
い
、
今
は
、
市
内
の
病
院
に
通
院
し
て
い

さ
、
ま
す
。
ま
た
、
体
が
思
う
よ
う
に
動
か
な
い
私
が
、
生
活
し

、
０
ユ
皿
》
‐
＋
・

鮨
川
褐
澤
艤
凹
甦
勿
稚
珪
硫
罎
罐
諦
檸
冠
罰
俸
噸
輻
渉
鋤
山
祁
諏
唖

お

て
も
ら
え
ま
す
の
で
、
長
男
夫
婦
に
は
、
あ
ま
り
面
倒
を
か

や
谷

罎
熊
け
な
い
よ
う
に
と
、
夫
に
頼
っ
て
生
活
し
て
い
ま
す
。
楽
し

立
ロ
み
は
、
散
歩
や
み
な
さ
ん
と
お
話
す
る
こ
と
で
す
ね
。

へ
）

お
年
寄
り
に
は
、
品
物
も
よ
い
で
す
が
、
何
と
言
っ
て
も

楽
し
い
会
話
と
笑
い
で
す
よ
。
私
た
ち
の
婦
人
会
で
は
、
毎

年
二
月
に
老
人
ク
ラ
ブ
の
み
な
さ
ん
を
招
待
し
て
敬
老
ま
つ

り
を
開
き
ま
す
が
、
三
○
回
を
超
え
ま
し
た
。
ク
ラ
ブ
の
み

な
さ
ん
は
、
何
か
月
も
前
か
ら
風
邪
な
ど
ひ
か
な
い
よ
う
に

と
、
健
康
に
注
意
し
て
そ
の
日
を
待
っ
て
い
て
く
れ
ま
す
。

高
戸
は
、
婦
人
会
や
老
人
ク
ラ
ブ
、
そ
し
て
子
ど
も
会
の

相
互
協
力
に
よ
り
、
何
を
や
る
に
も
み
な
さ
ん
が
知
恵
を
出

し
、
協
力
し
合
う
の
で
寂
し
い
お
年
寄
り
は
い
ま
せ
ん
よ
。

友
達
が
い
て
地
域
の
み
な
さ
ん
に
守
ら
れ
て
生
活
す
る
こ
と

が
、
健
や
か
な
老
後
を
送
る
大
切
な
要
素
で
す
ね
。

笹
本
さ
ん
の
良
き
協
力
者
の
国
井
ハ
ク
さ
ん
（
左
）
と

泉
キ
ヨ
子
さ
ん
（
右
）

子
ど
も
の
こ
ろ
、
「
発
心
は
安
く
、
継
続
は
難
し
」
と
い

う
言
葉
を
恩
師
か
ら
い
た
だ
き
、
こ
の
精
神
で
剣
道
を
続
け

て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
大
正
三
年
に
開
か
れ
た
第
三
回
剣
道

か
ん
げ
い
こ
か
い
き
ん

寒
稽
古
で
、
皆
勤
賞
を
い
た
だ
い
た
の
が
と
て
も
う
れ
し
く

て
、
さ
ら
に
励
み
に
な
り
、
今
で
も
若
葉
剣
士
会
と
松
岡
剣

士
会
で
子
ど
も
た
ち
と
楽
し
く
剣
道
を
続
け
て
い
ま
す
。

何
度
か
引
退
を
考
え
た
の
で
す
が
、
会
の
み
な
さ
ん
に
続

け
て
い
て
欲
し
い
と
言
わ
れ
る
と
う
れ
し
く
て
ね
。
私
が
こ

の
よ
う
に
元
気
で
田
畑
に
出
た
り
、
剣
道
を
続
け
ら
れ
る
の

は
、
周
囲
の
み
な
さ
ん
の
お
陰
で
す
。
若
い
み
な
さ
ん
の
生

き
生
き
と
し
た
姿
が
、
私
を
支
え
て
く
れ
る
ん
で
す
か
ね
。

I嗣齋蕊
|商首先さん
| （島名）

一

挑戦していくこと
が大事

‘介護用品を
利用したい

!河野けい子誉〃
あきひろ

と晶洋＜ん
（安良川）

｜
老
後
に
つ
い
て
三
口

沼田光江さん
（大能）

I
老後､と言われてもまだピンとき

ませんが､健康に気をつけ､興味ある

ものには､挑戦していくことが大事

だと思います。今､私は､何でも作れ

るように料理教室で勉強中です。

娘が3人おり、上の子は嫁いで孫

がいます｡ゆくゆ〈は夫婦2人の生

活になるでしょうが､健康を維持し、

先日の介護者研修会で､介護用品

を知りましたので､歩けない義母の

世話に利用したいと考えています。

自分もいつかは年を取りますので、

お年寄りを大切にしたいと思います。

3たちが遊びに来てくれるでしょう刺

から､それを楽しみI こしていますよ
L－－－L_両一元一一 一 『一一一一一一一一一一一一一一

④



蕊蕊謹蕊鍵蕊蕊蕊蕊謹蕊蕊議蕊蕊蕊蕊蕊慧蕊議蕊蕊蕊
（5） （4） （3） （2） （1）かめるる い比こるにいな織
つ体慣イに寝見定す精心色と食がにこた生るべしぱなまつにお
てのをフ 、た 、期る神が野れべで 、 とめき入るやかりすても年
相異つワ適き早的こ的け菜た過し次がにががとすりや 。予老寄
談常け 1 度り期にとにるを食ぎよの大はい増 、 くですそ備化り
すをるクの老治健･安こ食事をう よ切 、のえ一なないの力がに
る感こを運人療康 定とべをさかうで常あて人つく した 、みな
こじと見動やに診 し 。る取け 。なす日るきでて 、 、め回らる
とた ・つやぼ努断 た こ りて こ ･ご豊まいい重薬同復れと
oら け自けめを ス と 、 、 と司るかすぐ まい剤じ力る 、
直 て分老る受 ト で特栄 を健かな 。つす副な病なた体
く、 、に入こけ し 、に養 心やら老 も 。作ど気どめの
に 常あにと 、 ス 癌r塩的 がかの後 のま用のでが 、大
医 につな 。病 の 発分に けに健の 病たや治も低見切
療 頭たら 気 な 生制（ て老康生 気 、合療す下かな
機 を趣な の い の限ラ みいに活 を若併効く、しけ臓
関 使味い 早 生 予やン てる注を 持い症果にてと器
に う 、た 期 活 防緑ス は農意迎 つ人をも重きはや
い 習うめ 発 を を黄の いたすえ てと起劣症て異組

蕊蕊

亀
掌』

峯》

雲

塞

塾

塞
竺

蕊蕊 蕊鍵篝譲鍵鍵

一

健
や
か
に
老 口

に
劉
軸
那
瑚
鍬
小
到
錐
却
凱
郡
勤
排
劉
誰
繩
瑚
歌
淋
翻
鍬
謝
鄭
圷
訓
堆
郊
鋤
那
劉
雛
諦
封
誰
小
釧
雛
獅
剣
恥
謝
靴
心

い
高萩協同病院

る院長

大和田康夫さん
÷一望皇一望皇一茎一聖窒__二些一ごｼﾃﾐｭ会一一皇些_宗ミニテ竺一＝』

恩

§
市の のみなさん 翻

蕊篭麹辮蔦

蕊男女各15人の長寿のみなさんを紹介し

ます。市では、敬老の日を前に、 70歳以

上の人に敬老祝品を、 さらに、 80歳以上

の人には敬老祝金を贈っています。また、

社会福祉協議会では、寝たきりのお年寄

りなどに、夏と冬に見舞い品を贈ったり、

85歳になった人にボランティアのみなさ

んによる手作りの座布団を贈っています。

8月25日現在（敬称略）

雛
蕊

蕊
ー

淨
欝

瀞托’

墓串

1 "!i 』 Ⅱ潔
q男性' 周りのみなさんの協力

鈴木ハナさん(安良川）
…76歳

積極的に参加して交流を

佐々木成三さん(有明町）
…72歳

、、｜ お名前 ｜年齢 生年月日 住所
やまのべ はじめ

山野邊甫
かめじ

助友亀治

97 1 M27． 8．31 本町
95 M29． 9． 9 1安良川

1

2

3 1鈴木些司’ 95 1 M30. 228 1本町
41松田一郎’ 92 M32.11 .14 下手綱

》

の
う
け
つ
せ
ん

四
年
前
、
脳
血
栓
で
左
半
身
が
動
か
な
く
な
っ
て
し
ま
い

つ
垂
凡

歩
く
と
き
は
杖
を
使
っ
て
い
ま
す
。
夫
も
体
が
不
自
由
な
の

で
す
が
、
二
人
で
生
活
し
て
い
ま
す
。

用
事
の
あ
る
と
き
は
、
三
人
の
娘
が
来
て
く
れ
ま
す
し
、

ゴ
ミ
は
、
ま
と
め
て
お
く
と
、
前
の
家
の
高
堀
さ
ん
や
塚
原

さ
ん
が
集
積
所
に
出
し
て
く
れ
ま
す
の
で
、
助
か
っ
て
い
ま

す
。
体
が
思
う
よ
う
に
動
き
ま
せ
ん
が
、
日
常
の
買
い
物
は
、

お
店
に
配
達
し
て
い
た
だ
く
な
ど
、
周
り
の
み
な
さ
ん
に
協

力
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
今
は
、
月
三
回
の
保
健
セ
ン

タ
ー
の
リ
ハ
ビ
リ
教
室
に
通
っ
て
、
い
ろ
い
ろ
な
人
と
の
会

話
や
催
し
も
の
に
参
加
す
る
の
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

岩
手
県
育
ち
の
た
め
近
く
に
親
戚
も
な
く
、
さ
ら
に
会
社

勤
め
に
追
わ
れ
て
趣
味
も
な
く
、
定
年
退
職
後
、
毎
日
が
退
屈

で
暇
を
持
て
余
し
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
へ
昭
和
五
八
年
に
今

の
㈱
高
萩
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
前
進
で
あ
る
ミ

ニ
・
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
が
発
足
し
、
す
ぐ
に
そ
の
会
員

と
な
り
、
現
在
は
充
実
し
た
第
二
の
人
生
を
送
っ
て
い
ま
す
。

会
社
在
職
中
は
、
仕
事
を
通
し
て
多
く
の
人
と
の
交
流
が

あ
り
ま
し
た
が
、
定
年
後
を
考
え
る
と
、
地
域
の
行
事
な
ど
に

積
極
的
に
参
加
し
て
、
周
囲
の
人
と
交
流
を
持
つ
こ
と
が
大

切
で
す
ね
。
多
く
の
人
と
の
交
流
は
、
お
互
い
に
視
野
の
面
で

も
心
の
面
で
も
豊
か
に
な
り
、
孤
独
感
が
な
く
な
り
ま
す
。

下山田簡芳92 M33. 42O 秋山
吉田義雄91 M33.10.15 春日町

大山一郎91 M33.10.21 安良川

小野蕊茨 91 M33.1222 高浜町

Ｆ
Ｏ
ｌ
（
Ｏ
｜
ワ
ノ

’8

9 山形正夫91 M34. 1 .26 春日町

10 沼田茅界91 M34. 3.23 高萩
11 鈴木滝次郎91 M34． 5． 5 有明町

12 1 ’蓋譽磯； ’ 91 M34. 518 安良川

綱
名
町

手
日

下
島
春

５
７
０

１
２
１

７
９
３

４
４
５

３
３
３

Ｍ
Ｍ
Ｍ

１
０
０

９
９
９

爾
唖
董
さ
義

金邊
橋
橋

渡
高
高

３
４
５

少ぐ 女性
》
所
戸
町
町
綱
町
町
川
川
町
町
綱
浜
山
浜
山
》

本
手
本
和
良
良
明
浜
手
“

》
住
高
本
東
下
東
大
安
安
有
一
局
上
赤
秋
赤
秋
鉾

羅

《
Ｑ
Ｕ
ｑ
Ｉ
ｌ
ｑ
Ｊ
ｎ
Ｕ
フ
ノ
Ｒ
〉
原
）
〔
〕
Ｊ
訂
‐
Ｉ
ｑ
Ｊ
（
ｈ
〉
〔
／
』
ん
汁
Ｑ
Ｊ
１
１
癖

〔
″
全
呵
１
１
句
／
』
ワ
ム
ワ
ム
判
１
１
（
ゞ
Ｊ
雑

》
［
］
叩
目
剤
ｌ
師
■
車
■
■
■
■
■
■
■
■
一
■
■
■
■
』
嘩

蝿
月
８
値
４
９
１
９
５
７
０
２
２
５
５
７
８
》

》
年
６
６
孔
孔
Ｘ
ａ
９
９
９
Ｑ
Ｏ
ｕ
ｑ
ｑ
ｑ
津

一
生
帷
帷
帷
ｗ
帷
ｗ
ｗ
ｗ
帷
噸
順
順
岬
岬
岨
拙粋辨

睡
齢
９
８
８
７
７
６
６
６
５
５
５
５
５
５
４
鋤

一
年
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
瀦碕
解》

《
る
つ
と
セ
て
ク
ろ
て
ね
よ
り
つ
い
を
の
銅

塁
別
は
み
さ
ナ
ひ
キ
ひ
す
み
ち
と
ま
た
さ
る
錘

十
名
こ
み
は
》

一
お
森
詫
丸
谷
藤
田
田
代
藤
田
藤
井
木
田
金
諦
澤
榊

》
大
訓
西
大
斎
内
水
矢
後
藤
後
石
鈴
沼
細
答
息軒

辞

廻
、
１
２
３
４
５
６
７
８
９
旧
川
値
旧
脚
旧
秘

呼
、
鍬

㈱高萩市シルバー人材センター

では会員を蟇集いています
高萩市老人福祉大会並びに〃
患入繩む三餓礁い離職島

鋤 出黙離 哩
貼
ら
。

」
潔
師
１
。

》
鐇
謎
ｑ

静
心
盈
晶
出

品
喝
、
叫
諦

職
》
増

蓮
黙
蝉
坤
侭

埆
承
口
中
円

⑪
〕
晶
色

齢

洩
堀
中

識溌騨篭辮蕊癌蕊溝議蕊蝋
溌織

蕊きをお過ごしください。
識ゞ Ⅲ月晦B(j<)赫老の日」 豊
溌午前9時30分から 蕊

蕊蕊
と:I

詳

､科¥

灘おおむね60歳以上で、働く意蕊
幾紐踊 聯i 、

詮
睡蝿撫灘蕊蕊鱗”⑤



霞

戸横倉眞市さん（東本町）撮影 L→春日町二世会提供
しんいち

しんわ

▲大和町新和会では、 l日出の高萩まつり、そして2日(日)中央児童公園で

開かれた大和町ふるさとまつりで「大和太鼓』を披露し、観客を魅了し

ました。この太鼓の中の大太鼓3基(写真右)は、助自治総合センターか

らコミュニティ助成事業の助成金250万円を受けて購入したものです。

▲駅東口のハーモニーパークでは、 2日旧)の

夜、東本町と肥前町による夜店やカラオケ

大会などが盛大に開かれました。 (6)
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農業共済制

農家I

I廿又 農家q

ｳる保

務
組
合
は
高
萩
市
だ
け
で
仕
事

し
て
お
る
Ｄ
で
す
か
。

約
一
一
一
億
一
千
万
円
の

水
稲
共
済
金
支
払
実

天
川
こ
の
組
合
は
、
昭
和
五
四

年
か
ら
高
萩
市
を
は
じ
め
日
立
市

や
北
茨
城
市
、
十
王
町
が
一
緒
に

な
っ
て
生
ま
れ
変
わ
り
、
広
域
の

団
体
と
し
て
運
営
し
て
い
ま
す
。

山
野
辺
農
業
共
済
に
入
っ
て
い

I辺
多
賀
地
方
農
業
共
済

1

朧手] 111輪葱 ~Lさん（秋山

て
も
被
害
時
の
支
払
額
が
少
な
い

と
い
う
声
も
聞
き
ま
す
が
。

天
川
こ
の
一
三
年
間
に
、
水
稲

で
農
家
の
み
な
さ
ん
か
ら
約
四
億

六
千
六
百
万
円
の
掛
け
金
を
負
担

し
て
い
た
だ
き
、
約
三
倍
の
一
二

億
一
千
万
円
の
共
済
金
を
お
支
払

い
し
た
実
績
が
あ
り
ま
す
。

山
野
辺
そ
ん
な
に
支
払
わ
れ
て

い
る
の
で
す
か
。

天
川
農
業
共
済
は
国
の
農
業
災

害
補
償
法
に
基
づ
く
も
の
で
、
農

業
経
営
を
守
り
、
農
業
生
産
力
の

安
定
を
図
る
こ
と
が
目
的
で
す
。

山
野
辺
農
業
は
自
然
が
相
手
で

す
か
ら
ね
。

天
川
風
水
害
や
干
害
、
冷
害
、

そ
の
他
、
気
象
上
の
原
因
に
よ
る

災
害
、
病
虫
害
等
の
被
害
の
時
に

こ
の
制
度
は
欠
か
す
こ
と
の
で
き

な
い
農
家
の
支
え
で
す
。

山
野
辺
農
業
共
済
に
は
ど
ん
な

種
類
が
あ
る
の
で
す
か
。

天
川
こ
こ
で
取
り
扱
っ
て
い
る

も
の
は
、
水
稲
、
陸
稲
、
麦
な
ど

の
農
作
物
共
済
や
牛
、
豚
な
ど
の

家
畜
共
済
、
大
豆
の
畑
作
物
共
済
、

ト
マ
ト
、
キ
ュ
ウ
リ
な
ど
の
園
芸

さ
ん
け
ん

施
設
共
済
、
カ
イ
コ
の
蚕
繭
共
済
、

建
物
共
済
（
任
意
加
入
）
の
六
種

類
で
す
。

掛
け
金
の
五
四
・
六
パ
ー
セ
ン
ト

を
国
が
員
担

山
野
辺
加
入
の
状
況
は
。

天
川
水
稲
で
は
二
○
ア
ー
ル
以

｛
）

上
が
加
入
の
条
件
で
す
が
、
平
成

三
年
度
は
四
、
三
七
四
戸
で
、
総

農
家
約
五
、
八
○
○
戸
の
約
七
五

パ
ー
セ
ン
ト
が
加
入
し
て
い
ま
す

農
家
を
守
る
た
め
当
然
加
入
に
な

っ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
主
旨
を

理
解
し
て
み
な
さ
ん
が
入
っ
て
ほ

し
い
で
す
ね
。
な
お
、
掛
け
金
も

農
家
が
四
五
・
四
パ
ー
セ
ン
ト
、

国
が
五
四
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
を
負

担
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

山
野
辺
家
畜
共
済
は
ほ
と
ん
ど

が
牛
で
す
か
。

天
川
え
え
、
牛
と
豚
で
一
万
一

三
九
頭
引
き
受
け
て
、
約
七
億
円

の
保
険
契
約
が
あ
り
ま
す
。

山
野
辺
建
物
共
済
は
。

天
川
約
四
四
二
億
一
千
九
百
万

円
の
保
有
額
を
持
っ
て
い
ま
す
。

加
入
戸
数
が
四
、
五
二
三
戸
で
、

一
戸
あ
た
り
約
九
八
○
万
円
に
な

り
ま
す
。
農
家
で
あ
れ
ば
加
入
で

き
ま
す
。

山
野
辺
共
済
に
加
入
す
る
場
合

は
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
で
す
か
。

天
川
水
稲
で
は
六
月
一
日
ま
で

に
農
家
か
ら
作
付
け
面
積
と
種
類

な
ど
を
申
告
し
て
い
た
だ
き
、
そ

れ
に
基
づ
い
て
七
月
末
ま
で
に
掛

け
金
を
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

山
野
辺
掛
け
金
は
。

天
川
た
と
え
ば
水
稲
で
は
収
穫

量
の
七
割
に
対
し
掛
け
金
を
掛
け

て
も
ら
い
ま
す
。
収
穫
量
に
応
じ

た
共
済
掛
け
金
率
を
農
家
と
国
で

負
担
し
ま
す
。
一
○
ア
ー
ル
平
均《

》

｜

………’
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‘ ‘､酸’予防接種対策協議会委員 宍戸昭夫さん （安良川） や
心
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．

兎
●
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１
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口
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●
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今

１

‐

。

麺
厩
駅
胆
睡
四
画
面
函
、
皿
唾
画
趣
■
四
ｍ
ｍ
尋
勘
・
唾

生
ま
れ
た
ば
か
り
の
赤
ち
ゃ
ん
は
、
母
親
か
ら
移
行
抗
体

（
母
子
免
疫
）
を
も
ら
っ
て
い
る
た
め
、
生
後
六
か
月
ご
ろ
ま

で
は
、
あ
る
程
度
病
気
に
対
す
る
抵
抗
力
が
あ
り
ま
す
。
し
か

し
、
そ
れ
だ
け
で
は
十
分
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
赤
ち
ゃ
ん
は
病

原
菌
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
病
気
に
か
か
り
や
す
く
、
時
に
は

命
に
か
か
わ
る
ほ
ど
重
大
な
事
態
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
病
気
に
な
る
前
に
、
あ
ら
か
じ
め
病
原
菌
に
対
す
る
免

疫
を
つ
け
る
た
め
に
予
防
接
種
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

そ
の
予
防
接
種
の
方
法
が
一
部
変
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
た
と

え
ば
、
最
近
マ
ス
コ
ミ
で
取
り
上
げ
ら
れ
問
題
に
な
っ
た
新
三

ま

種
混
合
ワ
ク
チ
ン
（
Ｍ
Ｍ
Ｒ
）
で
す
。
こ
れ
は
麻
し
ん
（
は
し

か
）
、
お
た
ふ
く
か
ぜ
、
風
し
ん
の
三
つ
の
ワ
ク
チ
ン
を
混
合

し
た
も
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
予
防
接
種
を
一
回
で
済
ま
せ
る
こ

と
で
子
ど
も
た
ち
の
負
担
軽
減
に
も
な
る
た
め
、
日
本
で
も
平

成
元
年
四
月
か
ら
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
（
欧
米
で
は
約
二
○

年
前
か
ら
実
施
さ
れ
て
お
り
効
果
を
上
げ
て
い
ま
す
。
米
国
で

は
、
ほ
ぼ
一
○
○
パ
ー
セ
ン
ト
の
接
種
率
で
す
。
）

こ
の
予
防
接
種
は
麻
し
ん
ワ
ク
チ
ン
定
期
接
種
の
時
、
Ｍ
Ｍ

予防接種と

保護者の責
ま

⑤
。
・

Ｅ
Ｉ
ｊ

1

。
‐
Ｄ
・
や
４
０
．
１
．
．
１
●
妙

１
．
４
口
・
ロ
員
押
。
．
。
ａ
・
‐
‐
吃
野
巴

▲9月19日出午後1時30分から保健センターで新三種

混合ワクチンの説明会がありますのでご利用くださ

い。 （8月19日(刺の1歳6か月健康診査の受付風景） (g I

ト
1
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農寿

量雪

、

晨
業
共
済
は
農
家
の

た
め
の
安
心
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
で
す
。

、

匙

I

醤舞溌 ‘ 、鞭 ：

漁蕊

蕊§耀議#
悪庫

陰 3
あまかわき鍔 一 、 ← ． ． 、 ： ､ぎ･･ ､。 “篭 ・ ；毒､

窺い箔まき窓毒き姦悪
LⅡ<多賀地方農業舞鶴燕蕃漆》

私が足立区鹿浜に来たころは、環状7号線の建設工事中で

した。周りは田や畑、緑も多く、夏にはセミの声、秋にはト

ンボが飛びかう落ち着いたところでしたが、今は高層ビルと

首都高速道路など、すっかり変わってしまいました。幸い私

の家の前が、都の公園に整備され、時には小鳥の声も聞こえ

てきます｡3階のベランダで洗濯物を干していると､風に乗っ

て草の匂いがしてきました｡なつかしい故郷の匂いがします。

私の故郷は上君田で、幼いころ、夏の日に遊んだ小川やト

ンボ捕り、セミ捕り、夜にはホタルと姉妹ででかけたことが

昔なつかしく、 きのうのことのように思い出されます。今は、

私の家から実家まで2時間30分と、昔を思えば信じられま

せん。これも高萩の行政の努力はもとより、地域の人の協力

のたまものと深く感謝しています。

今年の8月13日 （木）の夕方に帰省しました。夕食の後、

ホタル見物に出かけてみますと、東京では見られないホタル

が暗闇の中で、 まぼろしの美しい光のように見えました。空

気がおいしい。私の生まれ故郷でしか味わうことができない

ひんやりとした空気です。翌日、近くの小川へと足を運びま

した。小川の近くまでくるとせせらぎの音が聞こえてきまし

た。それは幼いころの水音と変わりありません。水辺にたた

ずんだ私は、澄みきった清水と流れの音に、故郷のありがた

さを感じ、 しばし時の経つのも忘れ見入ってしまいました。

上君田に故郷があることに誇りを持ち、 この緑豊かな故郷を

私の宝として友だちに自''曼し、子どもたちや孫たちに伝えて

いきます。

（東京都足立区鹿浜6の5の5窓03-3897-9860）

山
野
辺
そ
う
で
す
か
。
そ
れ
か

ら
、
被
害
が
出
た
時
は
。

天
川
各
地
域
の
代
表
と
し
て
損

害
評
価
員
さ
ん
が
二
三
二
人
い
ま

す
。
九
月
ご
ろ
か
ら
損
害
の
評
価

の
時
期
に
入
り
ま
す
。
一
筆
（
地

番
）
ご
と
に
目
で
見
て
損
害
の
評

価
を
し
て
も
ら
い
、
ま
た
、
あ
わ

せ
て
実
測
を
し
て
、
そ
の
収
量
を

調
べ
ま
す
。
そ
し
て
、
管
内
全
体

の
調
整
を
し
て
、
県
へ
損
害
額
を

請
求
し
ま
す
。

二
三
二
人
の
損
害
評
価
員

が
調
査

で
二
千
円
ほ
ど
で
す

）
一

山
野
辺
共
済
金
の
額
は
。

天
川
水
稲
の
場
合
は
、
引
き
受

け
収
穫
量
と
実
際
の
収
穫
量
の
差

を
一
キ
ロ
グ
ラ
ム
当
た
り
二
六
六

円
で
お
支
払
い
し
ま
す
。

山
野
辺
共
済
金
の
支
払
い
は
、

い
つ
ご
ろ
で
す
か
。

天
川
毎
年
、
一
二
月
末
ま
で
に

は
支
払
い
ま
す
。

山
野
辺
目
に
見
え
な
い
影
の
仕

事
で
す
が
、
み
な
さ
ん
が
い
そ
が

し
く
な
い
ほ
う
が
被
害
が
少
な
く

済
ん
で
い
い
で
す
ね
。
こ
れ
か
ら

の
台
風
シ
ー
ズ
ン
は
、
毎
日
、
気

が
抜
け
ま
せ
ん
ね
。

ー

鈩總口
0亨

凸b

・
旬
。
■
ｌ
・
ぴ
‐
Ｉ
・
凸
舎
。
Ｉ

守
ら
・
“
ｑ
ｌ
ｕ
ｐ
卜
．
ワ
Ｂ
０
．
．

Ｒ
ワ
ク
チ
ン
に
す
る
か
、
麻
し
ん
ワ
ク
チ
ン
に
す
る
か
、
ど
ち

ら
を
選
ぶ
か
保
護
者
の
判
断
に
任
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
保
健
セ
ン
タ
ー
か
ら
送
ら
れ
て
く
る
「
Ｍ
Ｍ
Ｒ
ワ
ク
チ
ン

接
種
の
説
明
書
」
を
読
ん
で
保
護
者
は
ど
ち
ら
を
選
択
す
る
か

判
断
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
、
予
防
接
種
が
必
要
か
ど
う
か
の
判
断

を
市
や
学
校
が
し
て
く
れ
る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
子
ど
も
の

健
康
管
理
に
つ
い
て
の
全
責
任
は
「
保
護
者
」
が
持
つ
時
代
に

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
Ｍ
Ｍ
Ｒ
ワ
ク
チ
ン
に
す
る
か
、
麻
し
ん

ワ
ク
チ
ン
に
す
る
か
、
迷
う
保
護
者
も
い
る
と
思
い
ま
す
が
、

そ
の
時
は
保
健
セ
ン
タ
ー
で
行
う
説
明
会
を
聞
く
か
、
主
治
医

に
相
談
し
て
み
る
の
も
一
つ
の
方
法
と
思
い
ま
す
。

日光．諭間国道昇格(国道461号)祝賀会

建設課

盆23-2111 内線401

村
の
関
係
者
約
二
○
○
人
が
参
加

し
て
、
八
月
二
日
㈹
大
子
町
で
、

日
光
・
高
萩
間
国
道
昇
格
祝
賀
会

が
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
席
上
、
今
ま
で
の
国
道
昇

格
期
成
同
盟
会
を
発
展
的
に
解
消

し
て
、
今
後
は
国
道
整
備
促
進
協

議
会
と
し
て
昇
格
後
の
早
急
な
国

道
の
整
備
を
国
を
は
じ
め
、
関
係

機
関
に
要
望
し
て
い
く
こ
と
が
満

“
”
聯
，

一
し
た
。

蕊
鱒
戯
恥

一

轆

“

艸

叩

叩

一

悶

吋

唖

ｆ

ｊ

織

凸

毒

蝋
甑
噌
製
嬬蝿罐

茨
城
県
と
栃
木
県
の
一
二
巾
町
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千代田の米寿ｸﾗ灘;灘ます 高萩ジュニア体操教室スポーツ少年団
I |’

か
／、

／＝

｛フ
、～=一一

小室久子さん(十王町）

嫌篭謡職i
動種目に新風を吹き込んだのではないでし

ょうか。ここ高萩市ばかりでなく、近隣の

市町村でも器械体操は珍しい種目のようです。

蕊譲遥蔦

(イ
F

L

一

、

ス

ぐ
ぐ

会
快
汗

し
し

現在、約30人の団員が週2回、東小学校の体

育館で汗を流しています。男女・学年の別なく2

人の指導者のもとで自己を鍛えています。自分の

背丈ほどもある器具で演技するのですから、いや

でも真剣になります。どの顔も入団時より<､つと

引き締まっています。

一つの技の完成に長い時間を費やす克服種目

は、現代っ子には敬遠されがちですが、現団員は

チャレンジ精神や粘り強さにかけては大人顔負け

です。その結果、年2回ある試合では常に好成績

をあげ、 メダルや賞状を数多く持ち帰ります。

希望者が多数入団待ちをしている状態です。指

導者をお待ちしていますので、ぜひ、ご一報を。

＝

客
暫1
(ル）

▲盛んなダンスブームを反映して5月

29日陶に、高萩アマチュア社交ダンス

協会設立パーティーも開かれました。

■
■
Ｉ
ｐ

（
》

私
た
ち
の
ダ
ン
ス
歴
は
、
約
二
０
年
と
だ
い
ぶ
長
く
な

り
ま
し
た
。
私
は
結
婚
し
て
す
ぐ
に
、
ダ
ン
ス
と
ゴ
ル
フ

と
釣
り
を
始
め
ま
し
た
。
周
り
の
友
人
た
ち
に
恵
ま
れ
て

い
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
，
何
か
を
や
ら
な
く
ち
ゃ
‐
と

い
う
気
持
ち
と
、
生
涯
を
通
じ
て
健
康
に
良
い
も
の
は
何

か
な
と
始
め
た
の
が
き
っ
か
け
で
す
。
ゴ
ル
フ
は
、
シ
ン

グ
ル
ま
で
も
う
少
し
の
と
こ
ろ
で
今
は
や
め
て
い
ま
す
。

釣
り
は
趣
味
と
実
益
（
釣
果
は
あ
ま
り
な
い
。
）
を
兼
ね

て
い
る
た
め
続
け
て
い
ま
す
。
ダ
ン
ス
は
最
近
に
な
っ

て
、
や
っ
と
，
大
事
な
も
の
“
を
見
つ
け
た
と
い
う
感
じ

が
し
ま
す
。
生
涯
二
人
で
続
け
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ダ
ン
ス
の
楽
し
さ
を
一
言
で
い
い
表
わ
す
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。
ま
た
、
ダ
ン
ス
の
す
ば
ら
し
さ
を
他
人
に
理
解

さ
せ
る
こ
と
も
難
し
い
面
が
あ
り
ま
す
。
た
だ
「
い
い
汗

か
け
る
し
、
気
持
ち
が
い
い
し
、
楽
し
い
よ
」
と
会
う
人

鱗
灘§

「
↓
谷
田
部
邦
歳
さ
ん
（
石
滝
）
撮
影

蕊

諺バー礎鰯 ご鯵譲忍

[L；
#f錘■胸蕊 撰麹

フ‘ｰ 爵

雷電
蕊

蕊
▲7月25日(土)の茨城県ジュニア体操競技会の後の記念撮影です

一

. ､イソケン豆－

託謡霊謡繍識

一

開え
、
晴
耕
雨
読
を
し
、
農
業
（
力
田
）
に
励
み
ま
し
た
。

'' 套菱，
年.’ 公

馬ノ
、1
割

”

麹

識
蕊
眠
酢
酢

謹蕊

蕊

蕊

灘灘

灘
罰晶

鐙蕊篭

▲20人のグﾙ垂･で市場へー

塞丞鑓裳蕊
⑩

楽しいダンスで
いい汗かけるよ！

溌塗溌逆惑海J･ γ ?w墳燕蒲筆きが☆j吐争綱）
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蕊

蝋
認

はつとI）し』んいちろぅ

服部淳一朗さん

(~F手綱

＃

瀞休日は愛車で
ドライブ

蕊

霞

◎
噌

当工場のバリバリのダイケンマン、服部淳一朗さんを紹

介します。昭和48年4月24日生まれの牡牛座で、血液

型はO型です。職場での彼は、高度な技術が要求される塗

装工程を入社1年目から担当しています。 また、職場の問

題解決なと､にも積極的に取り組む彼の姿は、上司や|司僚か

らも高い信頼を受けているヤングマンです。 休日には、

愛車（スカイライン） に乗り、 ドライブを楽しんでいま

す。まだ初心者なので遠出はできませんが、一日も早く彼

女と東京ディズニーランドへ行ってみたいということで

す。安全運転で行ってきてください。将来は責任のある仕

覇
職

蕊

』

篭
毒

商

偏

る

▲

熱心に練習するソシアノ
月曜会のみなさん 真鍋和平・すい子さんご夫亨

＝

事をして、早く結婚し明るい家庭を作るのが夢ということ

です。早く夢がかなうといいですね。

☆インタビューは、同じ製造二課の守屋亮さんでした。

服部さんは、ここで仕事をしています。

☆大建工業（株）高萩工場国吉仁工場長☆赤浜160-

l☆資本金130億円、東証・大証一部☆年商1,950億円☆事

業内容住宅及びビル等の各種建築材料の製造から、販

売、そして輸出☆社会的

使命アメニティ ・デザ

イン企業をめざし、生活 、=‐
V

者の心で人と環境の調和

調罐
をテーマに“豊かな空間

づくり，’ に挑戦し続けて

をテーマに

づくり”に

ご
と
に
ダ
ン
ス
を
し
て
い
ま
す
。
ダ
ン
ス
を
し
て
い
る

時
、
生
き
て
い
る
っ
て
感
じ
（
？
）
が
す
る
し
、
「
こ
れ

か
ら
も
ず
っ
と
ず
っ
と
頑
張
っ
て
い
こ
う
ね
」
っ
て
サ
ー

ク
ル
の
み
な
さ
ん
と
パ
ー
ト
ナ
ー
に
言
い
た
い
で
す
。

今
、
各
地
区
の
公
民
館
や
集
会
所
を
利
用
し
て
の
ダ
ン

ス
熱
は
盛
ん
で
す
。
社
交
ダ
ン
ス
と
い
う
よ
り
は
、
ス

ポ
ー
ッ
ダ
ン
ス
と
言
い
方
が
変
わ
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
年

齢
層
は
若
干
高
め
で
す
。
多
く
の
人
た
ち
（
若
い
人
、
男

性
）
に
ダ
ン
ス
の
楽
し
さ
を
知
っ
て
も
ら
い
た
い
し
、
ま

た
、
生
涯
学
習
と
し
て
ス
ポ
ー
ッ
ダ
ン
ス
を
取
り
入
れ
て

ほ
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
今
年
の
五
月
か
ら
、
月
二
回

ふ
み

で
す
が
千
代
田
の
米
寿
ク
ラ
ブ
（
船
山
婦
美
会
長
）
の
み

な
さ
ん
に
も
ダ
ン
ス
の
指
導
を
し
て
い
ま
す
。
平
均
年
齢

は
ナ
イ
シ
ョ
で
す
。
ま
だ
ま
だ
、
音
楽
に
合
わ
せ
る
ま
で

い
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
汗
を
か
く
の
が
楽
し
い
と
言
っ
て

く
れ
る
の
が
う
れ
し
い
で
す
。

います。

◎

一

員漁誘胃熟語濡歌諾濡誘語濡琉諾鋸請諾鋸訟諾鋸琉冒：詫謡>津ZP噴くPＺ
ご＞唾…Z …当皐…と

§
』と- 貢

~＆…■…■壷 二

七
、
八
歳
こ
ろ
長
久
保
氏
の
来
住
地
（
長
久
保
源
蔵
宅
）
か
ら

し
ん
や

北
茨
城
市
と
の
境
い
の
北
原
に
両
親
や
農
夫
ら
と
移
り
新
屋
（
昔

は
分
家
の
語
は
用
い
な
い
。
）
と
し
て
独
立
し
ま
し
た
。

赤
水
の
天
文
や
地
理
思
想
は
松
岡
七
友
と
の
集
会
に
よ
る
と
こ

ろ
が
多
い
の
で
す
。
農
業
の
傍
ら
余
暇
を
利
用
し
、
七
友
の
柴
田

平
蔵
か
ら
の
借
用
地
図
な
ど
を
基
本
に
日
本
地
図
を
編
集
し
た
こ

い
ち
る

と
は
、
ま
さ
に
「
余
技
」
に
尽
き
ま
す
。
約
二
○
年
か
か
り
安
永

八
年
（
一
七
七
九
年
）
に
大
坂
で
発
行
し
ま
し
た
。
水
戸
藩
に
出

仕
し
て
三
年
目
で
す
。

六
一
か
ら
八
一
歳
は
、
江
戸
小
石
川
の
水
戸
藩
邸
で
藩
主
に
漢

い
，
）
』
」
咄
句
／

籍
講
釈
（
侍
講
Ｉ
家
庭
教
師
）
し
、
余
暇
に
彰
考
館
の
諸
資
料
を

用
い
、
中
国
・
世
界
地
図
や
小
判
の
エ
ゾ
地
図
を
発
行
し
た
の
も

確
か
に
余
技
で
あ
り
ま
す
。

よ
ち
ろ
て
い

写
真
は
改
正
日
本
輿
地
路
程
全
図
で
な
お
、
私
の
す
。
「
地
図

史
通
論
」
（
暁
印
耆
館
）
で
詳
し
く
述
べ
て
い
ま
す
。

鶴識織溌覇 蕊

1D
、､－．ノ
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》
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、 …．｡~善鐙溌蕊欝蕊雲霧蕊

▲テープカツトで出発式 目
で
見
る
市
政
教
室

,‘一蝉禰騨…顛蕪醐辮鼎鶏癖辨'､ 今坤二鞭; F ，､ ，癖蝿11 ﾐ， '瞳・1弾j‘ 1癖if塘噌榊的淵轆鯰i難許嘩‘酵識染+恥fr"'惑冨i瀞骨､

市のようすをバスで見学して歩く “目で見

る市政教室”が1 5人の参加で開かれました［

心身障害者福祉センターや北部衛生センター、

関口浄水場、穂積家住宅、広域下水道組合、

消防本部を見学、市政について勉強しました。

…8月10日 （月）

▲東京ディズニーランドへの旅

リ

楽しかったよ第21回高萩市民号
第21回高萩市民号（特急列車）が、 8月22日 （土） に245

一人が参加して東京ディズニーランドへむけて運行されました。いろ

ｰゾいろな乗り物やパーティグラ．パレード、エレク1､リカル．パレー
ド、花火を見るなど楽しい一日を過ごしました。この東京ディズニ

ーランドへの旅が、夏休みの思い出のページになったことでしょう 終
戦
記
念
日
に
慰
霊
碑
参
拝

謹
議
蕊
》
蕊
蕊
蕊
蕊
鑿
謹
識
謹
蕊
識
蕊
舞
蕊
鍵

▲早く行こうよ

終戦記念日の正午から、市民体育館前の戦

没者慰霊碑で、関係者約100人が参加して
もくとう

1分間の黙祷と参拝を行いました。その後、

保健センターで、食事をとりながら終戦の話

をしながら当時を振り返りました。 …8月

15日 （土）
～ンデレラ塔の前で

ハイポーズ

脾

計

粁

打

ま最前列で見学▲パ1

市
長
杯
第
二
十
回
記
念
講
演
会

I

I
元阪急ブレーブスの投手で現NHKスポー

ツキャスターの山田久志さんを講師に迎え、

文化会館で高萩市長杯争奪軟式野球大会の第

20回記念の講演会が開かれました。会場に

は、約500人が参加して野球人生の貴重な

体験談を交えた話を熱心に聞いていました。

…8月23日 （日）

蕊

鍔

|
小岩宏子さん（安良川） を中心に、ホームヨーガを練習していま

めいぞう

す。ヨーガは瞑想を通して、心のやすらぎが得られるため、体と心

の健康にとてもいいでね。練習は第2 ． 3 ． 4金曜日の午前中です

掻
瀞
唖
融
緊
壗
鴬
踊
縣
澤
銅
雌

⑫
L



第5回少年水泳大会

ま
さ
て
る

１
岡
本
正
輝
さ
ん
（
下
手
網
）
撮
影

蚕通安全納涼盆踊りと夏の風物市
』唾

蕊蕊蕊
:

可
柴
田

石
川蕊議

蕊i 壮一郎
くん

高萩小5年）

去年に続いて2回目の出場ですが、 2年連続金メダルが

もらえてとてもうれしいです。平泳ぎが得意で、いつもオ

ーシャンスポーツクラブで練習しています。松岡中学校の

プールで第5回少年水泳大会が、 23種目に約200人が

参加して開かれました。…8月18日 （火）

ひ
と
Ｌ等

さ
ん
（
本
町
）
撮
影

た
け
の
ぶ

武
信
さ
ん

（
本
町
）

大高壮一郎

本町通り商店街の活性化のために、毎年、交通安全納涼

盆踊りと夏の風物市を開いています。今年が5回目ですが

ジュウレンジャーなど子どもたちに人気のイベントをたく

さん用意したので、今までの2倍以上の人出があり、盛大

にできたので喜んでいます。…8月22日 （土）

嬢蕊

親子木工教室
とり ぞ す

蝋
馬曽根鯨数珠繰働

鰄撫 蝋溌蕊議識 謹蕊 ー

蕊
蝿
大
部
鐵
箙

蕊蕊

癖 蕊
唾
‐
》

溺

蓮
熱

識

；

域
鷺

繊瀧
通称「ベローシャ」 とll平ばれているお経を唱えながら、

約12～3メー|､ルもある二重の数珠を回しながら、五穀

豊饒と無病息災を願う数珠繰りが、今年も烏曽根で行われ

ました。この風習は約300年も続いており、みなさんに

大変珍しいといわれています。…8月20日 （木）

高萩写友会の写真展
一

代
田
裕
さ
ん
（
有
明
町
）
撮
影

露
遮
津
癖
鐸
壗
無
無
職
識
》
錘
密
錘

ゆ
た
か

鰯 長久保流水顕彰会の発足準備会

１
神
永
定
美
さ
ん
（
安
良
川
）
撮
影

鰯
鱗

下村哲
さん

(安良川） 今年

前か

品し

0年

写友

わり

日）

ゆういち

長久保赤水顕彰会の1 1月発足をめざして、大崎宥一さ

んを委員長にした準備委員会が市民センターで開かれまし

た。これから、長久保赤水顕彰会の会員を募集して行く．予

定です。…8月22日 （土）

－30日 （日）

(13)



相
良

（
秋

交通安全テント村作戦
錨

藤田正夫さん

（高戸

夏の交通安全運動

の一環として、高萩

警察署と常陽銀行前

熊
轄典晶 憲

輪
し
岡
崎
真
一
さ
ん
（
秋
山
）
撮
影

で、 ドライバーに安全運転を呼びか

けるテント村作戦が行われました。

毎日、約30人が参加して、チラシ

やうちわ、などを配りました。

…8月4日(火)～7日(金）

花貫川の源流探検 ナイトハイキングや最上川の舟下りがおも

しろかったです。 173人が参加しました。戸

沢氏が高萩市から山形県の新庄市へ行ったこ

とや、新庄市までの往復の距離が666キロ

メートルだということをはじめて知りまし

た。…8月1 1日㈹～13日(和

田
山

ひ
ろ
ゆ
き

蛭
田
裕
之
さ
ん
（
大
和
町
）

#､蛾 I

二こ陽
【＝．

｢司一

さ
ん

一
秋
）

：
謎

とうろう流しと花火大会
＃

ｰ

蝋

花貫川の河口か ｊ

“

Ｉ
ひ
ろ
ゆ
き

ぐ
蛭
田
裕
之
さ
ん
（
大
和
町
）
撮
影

ら源流までの探検や土岳登山などを通して高萩の自然を学ぶ企画で

した。特に水の大切さを学んだようです。ずいぶん歩きましたが、

子どもたちの頑張りやたくましさなど新しい発見もありました。

…8月5日(水)～7日(金）

露

石
井
純
子
さ

鍵識識

約200人が愛正園で盆踊り
谷
田
部
英
雄
さ
ん

（
高
浜
町
）
撮
影

I高
浜
町
）

鱗

鵜 今までは遠くから花火を見ていましたが、

今年はぜひ、 とうろう流しを見たいと関根川

のほとりへ足を運びました。暗い川面を約

2000個のとうろうが、ゆっくりと流れる情景

は幻想的で感動しました。これからも続けて

ほしいですね。 ･･･8月1 6日旧）潔職灘撫議
小川祐一郎

さん

（安良川）

"=、 夏祭りも、今回で1 1回目を数え、愛正園の園生50人と職員や

ーボランティア、子と､も会のみなさん約200人が参加して、園の庭

で盆踊りに興じました。ラムネや焼き鳥、駄菓子などの出店では、

またたくまに売り切れてしまう盛況ぶりでした。…8月8日出

少年サマースクール

ｑ
市
川
薫
さ
ん
（
春
日
町
）
撮
影

なすか し

国立那須甲子少年自然の家で行われた少年

サマースクールに参加しました。ぼくは、班

長になったので大変でした

が、みんなが協力してくれま
ちく′ うすだけ

した。沢くだりや茶臼岳に登野
ったり疲れましたが、参加し □
て良かったです。 釈

…8月｣ 9B伽-20日帷勝，郎

（社）高萩青年会議所では、明るいまちづくりをめざして、茨大
たてわき

の帯刀治教授のアドバイスを受けながら、地域のビジョンづくりを

しています。これからの具体的な活動として、茨大の生涯学習セン

ターと共催で高萩市民のみなさんを対象にした公開講座を実現させ

ていきたいと考えています。…8月1 1日りく）

⑭

く
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親子わくわく料理教室

小山真知子さ/L
（松岡小6年）

とう用の6つの料理をや

導してもらい、 とても勉

ました。かむことの大切

のバランスなどについて

ました。市内の4つの小

100人が参加して親子

料理教室が開かれまし

月28日(火)～30日(洞、

火)の4日間

このコーナーでは， まち

の話題を紹介します。あな

たもミニ記者になって， ま

ちの話題を写真でお寄せく

ださい。

さや栄養

も教わり

学校で約

わくわ〈

た｡ ･ ･･7

8月4日I

可

ノ～

フレッド｡メンディオラさんの歓迎会

蕊ｑ
塚
本
宗
三
郎
さ
ん
（
東
本
町
）
撮
影

､篭鍔 鰯

ー
蕊

鴬

蕊蕊

識
…

リ

’
当
ｆ
Ｆ
ｑ
５
■
も
町
『
Ｔ
Ｆ
對
可
茜
禺
■
岡
９
Ｊ
ｐ
池
掘
関
口
寛
口
葺
争
１
個
朕
Ｆ
叩
桝
輯
笥
回

蕊
今年の中学生の海外派遣事業で、グアム

のアプラ港でのマグロの水揚げやサンタマ

リア号の乗船などで、いろいろお世話にな

ったフレッド・メンディオラさんご夫妻と
東地区の北松寿会では、年2回、国道6号から東幼稚園

間の道路の清掃活動をしています。今年も、海水浴場の海

開きを前に会員約20人が参加して、空き缶を拾ったり、

草引きをしたりと清掃活動をしました。…7月1 5日(水）

仰
盈
『

由
希
さ
ん

（
島
名
）

娘さんのメイルさんの3人が、高萩市に来

ました。小林静江さんの家で、今年と昨年

の参加者のみなさんが歓迎会を開いて再会

を喜び合いました。 .“8月2日旧）

赤浜子どち会薄空き缶拾い ー

国際宇宙年記念式典まさきち

立花TF=
さん

（石滝）

今年は国

際宇宙年で

す。国の内

,＃
ｑ
井
上
美
知
子
さ
ん
（
石
滝
）
撮
影

や： ’・自'｢’外で、いろ

いろな記念行事が行われて

いる中、 KDD茨城衛星通

信所でも児童絵画コンクー

ルの表彰を兼ねた記念モニ

ュメントの完成披露式典が

開かれました。近づくと宇

宙の音が流れてびっくりで

す。…7月29日(水）

年ん まりの多さにみんなびっくりで
、－／

す。…8月9日(日）

⑮
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ニ
ー
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Ｌ
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Ｆ
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虹
二
Ｉ
Ｆ
レ
グ

1

山中学校の新校舎の一部が完成
徒たちも大変喜んでいます。

なお、 この秋|｣_|中学校の建設には郵便

局の簡易保険の資金が融資されていま

す。

＊規模

鉄筋コンクリート造り3階建て

＊建築床面積

2， 757平方メートル

＊予算額

8億5， 31 1万’千円

秋山中学校の改築工事は、昨年の11

月から行われ、 このほど第1期工事

(18教室、多目的教室3，教育相談室

等）が完成しました。

8月9日 （日）には、 PTA親子引っ

越し奉仕作業が実施され、全校生徒

570人と父兄135人の参加で旧校舎から

机、 イス、備品などを運びました。

9月の2学期からはすばらしい設備の

整った新校舎で学習できるようになり生

希ちや

10歳の安希ちゃんは、はず力

や。勝也〈んはワンパクです。

やんは一人でも遊んでいます。

かわいい孫たちです。
報#‘溌淑:黙‘::: :麹孵り il"雛織り鍵(";職蕊凝

しがり

夏美ち

みんな

口蝿ﾆ

4コ E、

市税等の口座振替のおすすめ

○便利です

納税のためにわざわざお出かけにな

る必要がなく、便利です。

○確実です

納付書をなくしたり、ついうっかり

納付を忘れたりすることがなく、納期

限までに確実に納付されます。

○取り扱いできる税金は

市・県民税、固定資産税・都市計画

税、軽自動車税、国民健康保険税、国

民年金

○取り扱い金融機関は

市内の金融機関（郵便局は取り扱い

できませんのでご注意ください。 ）

○手続きは

「市税等預金'二1座振替依頼耆」の用

紙が、市内の金融機関や市役所税務課

の窓口に用意してありますので、ぜ

ひ、 この機会にご利用ください。

作山正雄さん（安良川）撮影

一
一

蕊謹…

《
Ⅱ

『可

Lヨ

画課に提出し許可を受けてくださ↓

＊屋外広告物許可申請書

＊掲げる場所付近の見取り図

＊広告物の仕様書と設計図

＊手数料（茨城県収入証紙）

まちの美観を守るため

屋外広告物は許可を受けて

●L、
まちの中には、 さまざまな情報を提供

してくれる広告物がたくさんあります。

恵まれた自然を守り、 まちの美観を守る

へために、屋外広告物を掲げるときは必ず

－市の許可を受けましょう。

○屋外広告物とは…屋外で常時、 または

一定の期間、継続して公衆に表示され

る広告物で、看板やはり紙、広告板、

広告塔、建物その他の工作物に掲げら

れたものをいいます。

○快適で住みよいまちづくりのために

…「まちの美観の維持」と 「公衆に対

する危険防止」の面から、屋外広告物

について設置場所や大きさなどを県条

例で規制しています。

○禁止区域…第1 ． 2種住居專用地域

（島名、小島団地など。 ） 、駅前広

場、道路や鉄道の沿線など。

○禁止物件…街路樹や信号機、ガード

レール、郵便ポスト、歩道橋など｡

○許可地域と許可申請…許可地域とは、

原則として県条例に基づく一定基準内

の広告物であれば、許可を受けて掲げ

られる地域です。この地域に屋外広告

物を掲げる場合は、次の書類を都市計

3年以内の水洗化期限が
近づきました

1簡稲蹴難鶇 il

次の地区で、 まだ水洗化されていない

人は、先にお配りしましたパンフレット

に掲載してある指定工事店へお早めに申

し込んでください。

平成5年3月31日までに

水洗化工事の地区

睦

この商業統計調査は10月1日 （木）

に全国の飲食店（一般飲食店）の実態を

明らかにすることを目的に通商産業省が

実施するものです。この調査結果は、国

や地方公共団体の商業の育成や流通機構

の近代化などの施策を進めるうえで重要

な基礎資料として利用されます。

調査には、茨城県知事から任命された

調査員が商店を直接訪問して記入をお願

いします。提出された調査表は、統計法

により厳重に秘密が守られますので、正

確な報告にご協力ください。

10月1日(木)に実施される

その他の統計調査

○就業構造基本調査

○商業実態基本調査

⑯

税務課
L

窓23-2111内線204
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都市計画課 盆23ー2111内線412

日立･高萩･十王広域下水道組合
盆32-5595

庶務課 恋23-2111内線312
二

町名

大和町

春日町

安良川

高萩

丁目

1丁目

2丁目

3丁目

4丁目

1丁目

区 域

全部

－部(北銀座通り東側）

－部(横山歯科付近）

全部

一部(れんが通り南側）

－部
(常磐線西沿い及び東

町､西町､蛇沼の一部）

一部(常磐線西沿い）



総数35β80人(十22）

男17,467人(+11)

女17.913人(+11)

11,096世帯(+15)

§ 国民健康保険税(3期)//国民年金(9月分）

お忘れなく。 9月30日(水)までにネ！

ト （

8月1日現右

( ）内は前月比
塁一

i人権相談と鰯騨|’
、
Ｊ

Ｆ
Ｌ ●

F可

L ゴ

、
ｊ

Ｆ
Ｌ

甲種防災管理者資格取得講習会第19回市民卓球大会

吐

と き 1 0月20日 （火） と21日

（水） 、午前8時30分から午

後4時30分まで。

ところ勤労青少年ホーム

募集人数 50人

受講料 3， 000円（教材代）

申込期間 9月25日 （金）から10月

12日 （月） までに、直接、 ま

たは、電話で。

と き 10月4日 （日） 、 8時30分

開会式、 9時試合開始

ところ市民体育館

参加資格市内に居住、 または、通勤・

通学している人

種目 シングルス、ダブルス、男女別

（トーナメント方式）

参加料中学生 300円

高校生・一般 500円

申し込み 9月20日 （日） までに、参

加料を添えて市民体育館へ。

』

10月1 5日 （木）

午前10時から午後3時まで。

市民センター（春日町）

○土地・家屋の借地借家○財産

の相続○金銭の貸借○行政に対

する苦情や要望など。

人権擁護委員、行政相談員、法

務局職員

L 式
こ

ところ

内容

相談者

一
一

今

謹蕊灘溌
高萩市文化交流会の第1回発表会q】

「
Ｊ

ｒ
Ｌ

ﾀｰグｯﾄ･バード･ゴルフ教室

１ 9月20日 （日）

午前11時から

文化会館

踊りの発表会

L
三

愛

、
Ｊ

Ｆ
Ｌ

と き 9月28日(月)から10月1日(和

の4日間、午前9時30分から

午前1 1時30分

ところ市営野球場

対象者一般市民50人

参加料 1 ， 000円（傷害保険料を含

みます。 ）

申し込み 9月1 5日㈹から22日(火)ま

でに、参加料を添えて市民体育

館へ。

第25回体力つくり市民歩く会 ところ

内容
Ｌ 」

と き 10月10日(土）

〈体育の日〉 小雨決行

出発時間午前8時3 ()分市役所発

コース市役所→名馬里ケ淵→市民体育

館(往復17． 5キロメートル）

参加費無料(各自､昼食の用意を）

騨瀧蕊議
e●

運動会の日程です
r可

L凸 [D
F面

L凸

、
Ｊ

Ｆ
Ｌ

第2回ビデオコンクール 第1回秋の山野草展示会
ー且L

9月13日旧)君田小、君田中、

秋山中(秋山小グランド）

松岡中

9月2 ()日旧)松岡小、高萩中

9月27日旧}高萩小、秋山小、東小

10月4日旧)第一幼稚園、東幼稚園、

秋山幼稚園、松岡幼稚園

”壁

と き 9月22日 （火） 23日 （水）

午前9時から午後5時まで。

ところ文化会館

主催高萩山草会

展示作品会員の鉢物2 50点

昨年に続いて、市では今年も第2回ビ

デオコンクールを実施します。みなさん

のたくさんのビデオ作品をお待ちしてい

ます。

募集期間平成5年1月20日(加まで。

テーマ自由

作品 10分以内で、テープは自由

（ただし、未発表のもの。 ）

応募資格どなたでもどうぞ。

鱗騨鱗議譲鍵議議蕊

リサイクル

ﾜ℃ き缶(鋤口汰迩迩『1＝障害者の採用にご理解を
高萩公共職業安定所・壷22-2549

9月は「障害者雇用促進月間」です。

障害者へ雇用の場を広げるために10月

9日(錨ワークプラザ勝田で集団選考会を

開催します。就職を希望する障害者のみ

なさん、採用を検討している事業主のみ

なさんは連絡ください。 蕊、¥脅誹1

越さ

a23-2I"内線2〃O象なさんのちょっとした工夫などをご遮賂ください。市民活動課⑰

悶錨率溌説證f■E五感報韓 高萩頭芯■T王醐事務組合潰防本部
;識職雑鵡惣醗22与22認j『”蕊 ､熱.､鯨:､:､ ､ 11 : :鐸

簿震課# 恋29-2111胸編221

市民活動課'1群｡託｡ I :;;〃1樹線』261
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罰
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Ｊ
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．

ちっちゃなスノ

教養・スポーツ講座を開きます

受講資格原則として

市内に居住、 ま

たは、勤務する

する勤労青少年

申込期間受講料を添

えて、 9月10日

（木）から先着順受

け付けします。

定員：材鼠含謝
2()人 （月額) l｣300円

20人 （月額) 800111

12人 （月額) 2,7001'l

20人

20人

12人

講座名

茶 道

着 付

パソコン

曜日期 間時 間

火

水 10月から

水 6か月間 ，!“〃皿士｡ﾊ，

10月から

6か月間
午後6時3()分

教

養

社会福祉へ
から

8時30分

まで

(2時間）

ムロヤ塗装店 (50,000円)/コミ

名ねもと （29,098円

ツト」 (25,000円）

（55.122円）

書 道 木 ／月3回×6$

＃側(2救室） 木.金|か月＝18胴ル
生 花 金

鯏'ﾜｰ ﾛ火~金'0II淵裟

/月3回×い

(か月＝18回ノ料11 (2救室）

雄 花生 花

剛lワープロ

郷
一
州

皿
一
皿

(月額) 1,500円

(月額) 3,000円

(月額) 3､000円

(411間)4,000円

一

／

す

工
／

講
テイストア上島

すなつく 「ボケ

なつく 「美匠」

臨海学園へ

座

（
》 畑帆淵|蝿噸鰯ⅡIf 30人

火 ,螂撫i,午徹臘撫l5人

9月201 1 (H)から

10月ll lJ旧)まで

午援6時30分から

8時30分まで
15人 ’

ドー労働組合高萩支部イトーヨーカ講
座

ス
ポ
ー
ツ

テニス (8日間)3,000円

(40,968円）

香典返しの一部
よしみち

＝大高慶道さん

一,1←マ

ユノレ ノ (月額)3,900円

高戸(200,000円

llグﾘｰﾝふるさとﾌｫﾄｺﾝﾃｽﾄ1
“】錨…磯斗需…

)て〃

おう〃、 嘩謬輻霊胃i…謡¥辮鰐

内容グリーンふるさと圏内の1 8市

町村の自然や史跡、地域で働く

人々なと､を題材にした1年以内

に撮影された未発表のもの。

サイズ四シ切のカラープリント

（組み写真は除きます。 ）

締め切り 10月31日 （土） まで。

当日の消印有効

送り先壷313常陸太田市木崎二町

937 10 （財） グリーンふ

るさと振興機構写真コンテスト

ー 係所定の応募票を付けて送付し
－アノナざ-又叩、
L、／－ごv4o

これからの主なもよおしものです。

開演午後2時

入場券発売日

9月20日 （日）

大人 1,500円

子ども 1,000円

（全席自由席）

第18回市民音楽祭

ジャズコンサート

猪俣猛トリオ、ほか

9月27日 （日） 日本民族舞踊団公演

一世界が喝采した－

開演午後2時

入場料3,000円(全席指定）

団体割引(10人以上）

2,700円

入場券発売中

10月24日 （土）劇団銀河鉄道、ぬいくﾞ

るみミュージカル

「赤ずきんといじわる狼」

ｊ
ｊ

月
日

日
日

３
３

２
１

月
月

１
２

１
１

''第6回茨城県農林漁民芸術祭1

零
紗『縦

鱗
蕊 職

撫

琴
驚
蕊
蕊
驚
騨

霧
舞
蕊
鱈
識
雲
塞
蕊
鍵
錘
瀞
誌
蕊

鴬讃
灘繍繍繍鱗

農林漁民美術展

と き 12月1 5日 （火）から21日

（月） まで。

ところ県民文化センター

応募資格県内在住の農林漁民

募集作品日本画、洋画（油絵、水彩、

パステル、版画） 、害、写真

作品の搬入 1 1月1 3日 （金）から

1 5日 （日） までに県民文化

センターへ

ふるさと歌唱大会

と き平成5年2月28日 （日）

ところ県民文化センター大ホール

申し込み 12月21日 （月）

勘

篝鐵識羅慰
リ

鱗灘需 箪羅

その他、演劇やニューミュージックなど
★プレイガイド★

を予定しています。

田所書店､仲屋書店､コミュニティストア上島名ねもと、コミュニティストア高浜やお

けん､Yショップサカモト、Yショップ．高萩インター店､ピアノマート(磯原)､コミュニ

ティストア川上かねこ(十王)、日立市民会館､日立シビックセンター､文化会館

a23-7411

⑱

勤労
里

少年ホ．

郷
粥

平
騨
棚
蹄

睡
蝿
岼
翻

ぷ
浄
融
幹

11別諦壺蹴鼎式 1－…;､愚23=7177

側グリ
マ

ノ るさと振 機構 冠0294-72-2266

茨城県むらづくりセンター冠O292-21-O266
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9月の土曜閉庁は，

12日/26日です

市役所 冠23－2111

9月の土曜閉庁は，

12日/26日です。

市役所 冠23-2111㈹
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文化祭一般募集
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篭蕊蕊識謝;溌
漣:蟻芯識#職豊灌態蕊誌;灘溌嫁溺

恵溌f溌蕊
睡識､蔦

★展示部門★灘間
10月31日出から11月4日(水)まで。

文化会館、中央公民館
弾

灘◇規格等：一人1点、 50号まで。必ず額縁に入れること。

◇種類：日本画、油絵、水彩、版画。

◇申込: 10月27日㈹までに、真鍋博(a23-0412)へ。

◇規格等：自分で3年以上管理、作成した盆栽。 ＊先着5，南

◇申し込み: 10月16日㈱までに、柴田育甫(a22-2771)へ。

繊鯛鶚110且辮器相談室
鈴木清相談員〃市民活動課･内線261

鰯鋤繍鰻卿帝熱童
市民活動課･内線261

鯛噌蝿麗箪熊曜日J葱午前，
保健センター壷24-2121

美 術
鶏蕊灘

識
盆 栽

◇規格等 バック、 インテリア、その他革工芸品で未発表のもの

＊一人2点以内

10月16日鯛までに、小室公平(a22-5773)へ。

鄙
》

3革工芸

◇申込

◇形式等

◇申込

霧？ 『
舞蕊：

ｰ帝“

まず侭

（8侭

当季雑詠5句。 ＊兼題「月一切」 3句。

10月16日闇までに、官製はがきで、山口安-(安良川30

S23 2201)へ。

選者,、，いばらき俳壇選者、石井双刀氏、鶯孝童氏

作品内容は自由、ただし仕上がり寸法は、たて212cm，

よこ61cm以内とし、表装・額装のこと。

10月27日㈹までに、荒井豊流(a22-2310)へ。

種類：自由

市内の幼稚園、保育所(園)、小学生、中学生。

10月17日仕)までに中央公民館へ。

若松健一(金22-2417)へ。

雛獅鱸鱈電話で語ち合わ 俳 句

◇その他

◇規格等

高萩小学校窓23-4240

鯛馳鯛鷲謂弾一
丑22-5683／社会福祉協議会･内線354

蕊鯛鰯鬮霧駕鰯｣～
恋22-5683／福祉事務所･内線352

書 道
◇申込

◇テーマ

◇資格

◇申込

◇連絡先

児童絵画

鬮霞鰯
◇規格等：一人2点以内、白黒またはカラー。テーマは自由。 4

シ切以上で必ず額装または、パネル張りにすること。

◇申込: 10月27日㈹までに、下村哲(a23 7453)へ。

9月25日(金)／午前9～12時／北茨城市心

身障害者福祉センター盆43-3115／身体

障害者手帳とハンコを持参のこと｡/福

祉事務所･内線353

尋瀦ば駕雛蝉覇
ネ｡/教育委員会指導課窓23 1131

艫鬮誕ｵ駕鮖蕊:烹爵
ひろみ さき こ

鈴木廣美さん(上君田) ，原口咲子さん(舂日町) ，

大平喜美子さん(本町)へ。

蝿識騨熊黙醗革
水戸自動車保険請求相談センター水戸市

南町3-4-57／水戸セントラルビル4階丑

(0292)25-1331／弁護士相談日は毎週水

曜日午後1～4時／電話(直通)での相談

は盆(0292)26-1693

写 真

☆発表部門★蕃表:間
11月1日(日)､3日㈹､8日旧）

文化会館ホール

ー

自由

10月10日出までに、官製はがき

59，公22-2202)へ。

◇曲 目

◇申込 で、樋渡喜一(大和町2

、、一

匪匝囮
藍

〃

茨城県近代美術館移動美術館 蓉
琴蟻入場無料 一所蔵名作選一

茨城県近代美術館では、加倉井和夫、

ルノアール、板谷波山をはじめ、所蔵作と き 10月17日出から25日(日)、ただ

品の中から、特に優れた50点を取り出し し、 19日(月)は休館日です。

た「所蔵作品選」を開催します。 また、 ところ常陸太田市市民交流センタ－
たくみ

期間中、 10月22日(木)午後1時から匠秀夫 （パルテイホール）

県近代美術館長による講演会が行われま 開館時間午前9時30分から午後5時

す。たくさんのみなさんのご来場をお待 まで。

ちしています。 問い合わせパルテイホールへ

aO294-73-1234

10月の日曜当番医

/4日

鰯
時間は， いずれも午前9時から午後4時までです。

⑲ 」、

雲E
ｰア

日 舞

◇出演内容について、ご連絡ください。

>申込：10月10日出までに、原瀬美子(恋23 2302)へ。

◇曲 目：自由

◇申込： 10月10日仕)までに、官製はがきで、吉田千代乃(上手

綱873-4,盆23-4345)へ〔

民 謡

11日
|十王医院

諸原医院

白土医院 東本町

高戸

3266

東本町|窓22-3512

可

十王町

安艮川|冠23-2318

冠

11］3リ
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吸親子が､楽しそうに一緒になって畳を運んでいる場面です｡全員が､色とりどりのねじり鉢巻き

ほほえ

姿で張り切って走る光景は､微笑ましい限りです｡バランスよく持っている組は早いが､バランスを

失うと倒れそうになる親子の助け合いが勝利に導くのです｡(昨年秋の東小学校の運動会から）

蕊驚溌§

炭鉱夫と運炭馬夫
!p

噂

で
悪
日
砧
＃
ｆ

明治30年に高萩駅ができると、 I

松原町や松岡村（今の高萩市）

では、石炭の生産が増えました。 ’

炭鉱では、秋山や上手綱から
けいくん き!①うこうばい

駅まで軽便鉄道を敷き、急勾配

を利用して石炭トロッコを自走

させ、平地では馬に引かせて運

びました。運炭馬夫は、人馬も
きんぱし

ろとも桟橋から落ちたり、炭鉱

夫と同じように苦労しました。

安良川にある石碑は、 この人た

ちの記念碑と言えるものなので ｜’

す。昭和になると馬からガソリ

ン車へ､そして昭和20年からはS

Lが直接運ぶようになり、その

:灘織蓄5で‘､ヅ

圃暑の日照りが続き、上
手網の杉岡地区の農家の転

作大豆が大豊作とのことで

す。実りの秋、新鮮な枝豆

の収穫を楽しんでもらおう

と松岡中学校の南側で坪刈

り(600円)や束売り(300円）

を9月12日出、 13日(日)予定

しているそうです。農林課

からの耳よりな情報でした。

（春）

団る新婚さんの10年後は、
互いの親が4人、祖父母が

8人の合計12人。人生80年

の時代ですから、ひいおば

あちゃんもいると、 この2

人がかかわるお年寄りはも

っと増えます。 これが、

10年後は4人に1人がお年

寄りということです。 まず

は健康が一番ですかね。

（ヒロ）
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市民憲章
1 ．自然をたいせつにし，美しいまちをつく‘ りましよう 、

1 ．きまりを守り，明るいまちをつくりましょう

1 ．礼儀を正しくし， うるおいのあるまちをつくりましょう

1 ．元気で働き，豊かなまちをつくりましょう ‐

1 ．思いやりのある，あたたかいまちをつくりましょう

騨
聯
坤
伊
ｆ

識蟻燕脅燕，

この市報は，エコマーク認定の再生紙を使用しています。

⑳


